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1-1 ベッドサイド⽔洗トイレの特徴
排泄物を粉砕しポンプにより排出する圧送式の⽔洗トイレです。

① 移動可能
ホース⻑さ2.5mの範囲で、

使⽤される⽅の状態に応じて
ベッドの傍へ移動できます。

② 後付けにも対応
⼩⼝径（呼び径20）の排⽔管で、

トイレ設置が難しいとされていた場所
寝室にも後付けできます。

排⽔管 呼び径20 8曲がり・⻑さ8mまで勾配０で設置可能。

③ 住宅・⾼齢者施設・病院に対応

⼾建住宅 マンション ⾼齢者施設 病院
（集合住宅） （居室） （病室）
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住宅（⼾建・集合）・⾼齢者施設の居室・病院の病室におすすめしています。
※不特定多数の⽅が使⽤される場所ではお使いいただけません。

※ 商品についての詳細は、専用カタログ及びTOTOホームページをご覧ください

スマートフォン、タブレット端末で読み取って下記URLへアクセスしてください。
パソコンからは下記URLへアクセスしてください
︓商品情報
https://jp.toto.com/products/ud/bedsidetoilet/index.htm
※通信料はお客様のご負担となります。
※機種によっては閲覧できない場合があります。あらかじめご了承ください
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セット品番 EWRS320N EWRS320S
廃番

EWRS320R
廃番

⽤途

陶器・便座カラー ホワイト（#NW1)

便座⾼さ
定格電源

定格消費電⼒ 1352W

電源コード⻑さ
給⽔ホース⻑さ
排⽔ホース⻑さ
便器標準洗浄⽔量
便器洗浄⾳
給⽔⽅式

洗浄⽅式 トルネード洗浄
オート便器洗浄機能付き

サイズ
吐⽔温度
洗浄⽅式

暖房便座

脱臭⽅式

脱臭⾵量

逆流防⽌装置
⼝径
最⼤⽴上げ⾼さ（建築側）
最⼤圧送範囲
最低必要⽔圧（流動時）
最⾼⽔圧（静⽌時）

100kgまで

0.07MPa
0.75MPa
0〜35℃
1〜40℃
幅698ｍｍ×奥⾏871ｍｍ×⾼さ709mm
66kg

給⽔圧⼒

ムーブ洗浄・前後洗浄位置調節機能付き
温度調節範囲︓「切」/「⼊」約35〜40℃
エロンゲート

573W

FL+310ｍｍ

2.5m
2.5m（漏電保護プラグ付き）

トルネード洗浄

「標準モード」 ︓ 約0 . 0 9 ㎥/min
「パワーモード」 ︓ 約0 . 1 6 ㎥/min
バキュームブレーカー、逆⽌弁
20A

O2脱臭

温度調節範囲︓「切」/「⼊」約28〜36℃
「おまかせ節電」約26℃

内容

417mm

住宅・⾼齢者施設・病院（新築・後付け）

AC100V（50Hz/60Hz）

粉砕圧送ユニット

ウォシュレット機能

便器機能

本体
項⽬

排⽔ホース以降、8ｍ、8曲がりまで（呼び径20）

内臓タンク貯⽔式
58dB（ピーク時）
5.5L
2.5m

パステルアイボリー（＃SC1）

給⽔温度
周囲使⽤温度
⼨法
質量
使⽤上限体重



名称の末尾※:現場⼿配品
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1-3．各部のなまえ



2ｰ1 室内の設置イメージ
〈製品本体〉

〈配管接続部〉

壁取出しの場合

床取出しの場合

壁内配管の場合
新築・⼤規模改修時
出っ張りがなくきれいに
仕上げる場合
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６

床下合流の例

2ｰ2 配管イメージ

床下 洗⾯合流の例



７

屋外合流の例

洗⾯合流の例
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別途 一般的な重力式のトイレ設置してください。
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(7)

(8)

2. 集合住宅（以下、マンション）への設置は、専有部内で配管接続すること
ができれば可能です

共⽤部

上から下へ流れる排⽔の⽴て管については、共⽤部にあたります。また、
床下のスラブの中に配管が埋設されている場合も共⽤部にあたります。各⽔まわり設
備の配管経路を確認した上で、ご検討ください。
トイレの排⽔経路を制限している場合があります。予めマンション管理組合の定款も
合わせてご確認ください。

製品は、粉砕しポンプの圧⼒で排⽔する機械式構造を有しています。建築の床構
造により、階下への騒⾳が懸念される場合は、予め防震・防⾳のご配慮をお願いし
ます。

専有部

設置する場所・用途は、一般住宅または高齢者施設（居室）・病院（病室）のに限
られます

①商品は、即座の撤去ができません。

頻繁にベッドサイドでの看護等を必要とされる方の使用は、処置作業の妨げに

なる場合がありますので考慮してご検討ください。

②不特定多数の方が利用するパブリック用途には使用できません。

一般の「大便器」規格とは構造仕様が異なります。

共⽤部

専有部



ベッドサイド⽔洗トイレは、排⽔の配管が条件が従来のトイレと異なりますので、排⽔管の設計条件
をもとに、設置をご検討ください。

■ 設置確認⼿順
① 配管経路の検討 11〜13ページ参照

製品設置場所と既設の排⽔管との接続箇所を仮決めします。
排⽔管が短くなるよう、排⽔管の経路をお選びください。

呼び径20 配管⻑さ8m以内を⽬安にしてください。
床下に排⽔管を敷設が難しい場合は、壁内もしくは床上で壁に沿って配管することができます。
但し、排⽔管の⾼さは、製品設置の床⾯⾼さ:FLを基準に⾼さ270㎜を超えないようご注意
ください。排⽔の能⼒の低下によるつまりと製品側へ排⽔が戻る恐れがあります。

② 既設の排⽔管との接続 14〜18ページ参照
排⽔を既存の排⽔管へ接続する箇所と⽅法を決めます。

予め、現場の排⽔条件（トイレ排⽔の接続制限など）と配管経路を確認します。
マンション管理組合などで、設置条件が定められている場合があります。
マンション管理組合へのご確認をお願いします。

③ 製品設置・配管接続 19〜26ページ参照
製品設置場所・ベッドの位置までの動線をもとに、ホース取出し位置を決めます。
（ホース⻑さ︓2.5ⅿ）
トイレ利⽤する動線上に製品のホースがないようホースの経路をご確認ください。
製品のホースと配管の接続は、新築・後付けに対応できるよう、
床取出し、壁取出し、壁内接続 ３つの仕様をガイドしています。

② 排⽔管接続箇所

① 配管経路の検討

③ 器具設置・配管接続
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配管施⼯に際して
4-1 排⽔管の施⼯について



・ 所定の条件を満たす場合、呼び径２０にて排⽔勾配ゼロでの排⽔が可能です。
それ以外の場合には、呼び径４０以上にて排⽔勾配1/50以上での⾃然流下としてください。

呼び径20・勾配ゼロ排⽔が可能な範囲
●管⻑－曲がり数対応グラフ
排⽔管曲がり数と排⽔管距離グラフ内に納まること

８

３

●８曲がりなら８ｍ以内
●３曲がりなら１２ｍ以内

のように読む

●

●

排⽔管の例

■ やってはいけない排⽔経路

●⿃居配管 ●伏せ越し配管 ●上昇配管

■ 既設排⽔管への合流
ベッドサイド⽔洗トイレからの排⽔は、最終的に下⽔道または浄化槽に合流させます。
①設置室近傍の接続可能な排⽔管または汚⽔ますを確認します。
②配管の合流⽅法など接続条件の制約の有無について、各⾃治体の下⽔道要綱や
浄化槽設置規定を確認します。浄化槽に合流する場合、建築⽤途や処理対象等の
適性について⾃治体、浄化槽メーカーまたは販売業者に確認します。

③横枝管、⽴て管に合流させる場合は、⼗分な排⽔能⼒の適性を確認します。

④最終接続部は、呼び径40に拡張して接続してください。
⑤排⽔管に合流させる場合には、逆流防⽌を考慮し、⼤曲がりＹまたは45°Ｙ継⼿
を利⽤して接続してください。 90°⼤曲がりＹ 45°Ｙ

●器具排⽔負荷単位＝１
●器具平均排⽔流量＝０．４L/sec です

この範囲内

排⽔管は、呼び径20であれば、勾配0(8曲がり・８m)でも設置可能です。ただし、次の配管は⾏わないでください。
・⻑期使⽤しない場合、滞留した排⽔により詰まりの恐れがあるため、逆勾配は不可です。

・ 内の設定であれば
勾配０での設置可能です。

・⾼低落差がある場合は、
曲がり数に追加して
ください。

・20Aの場合のみ、適⽤
されます。

器具排⽔負荷単位とは、
各種の衛⽣器具の最⼤排⽔量を標準器具（洗⾯器）を基準にし、器具排⽔負荷単位を定めたものです。排⽔管の管径を決定する場合に
⽤いられます。器具排⽔負荷単位＝１とは、標準器具（洗⾯器）と同等であることを⽰しています。
※空気調和・衛⽣学会︓給排⽔衛⽣設備基準・同解説 SHASE-S206-2019より

■ 排⽔管について
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②管敷設経路上に構造躯体などの障壁がある場合は、適宜、迂回、貫通、埋設等の処置⽅法をとってください。
③管材は、硬質塩ビ製（JIS K6741および6742に準拠する管とこれに付随する継⼿）を使⽤してください。

継⼿は、接液部が⾦属材料の物は使⽤できません。
④躯体隠ぺい部や屋外露出部は、断熱材を被覆して保護してください。
⑤管敷設経路においては、配管の点検、清掃、更新性を考慮します。
⑥横引経路において、給⽔管路と平⾏させる場合は、給⽔管路よりも下側に敷設してください。

⽌⽔栓



■⾼低差の対応
呼び径20の排⽔管を⽴て⽅向に敷設する場合、落差は1mまでに限ります。
2階以上の部屋に設置する場合など、⾼低差が1m以上ある条件では排⽔騒
⾳を低減するため、呼び径40以上に拡径します。

2階設置例

1.0m
以内

3.0m

20A

40A

■寒冷地または凍結に恐れがある場合
商品本体部は寒冷地対応（⽔抜きや流⽔）していませんが、
凍結防⽌措置を⾏っていただければ使⽤可能です。
設置室内は暖房などで常温を保ってください。
排⽔管は次の対応をお願いします。
●⾃然流下排⽔管(呼び径40以上)で敷設してください。
●呼び径20の排⽔管を使う場合は、排⽔の排⽔管内滞留を防ぐため、
勾配1/50以上の順勾配とする。合わせてヒータ設置等の凍結防⽌措置を
施してください。

■ 屋外 ⼟中埋設する場合
⼀般の排⽔⼯事の条件と同じです。
⾃然流下排⽔管（呼び径40以上）で、各⾃治体で指定された所定の埋設
深さで敷設し マスに接続してください。

■ 床上配管する場合
呼び径20の排⽔管を⽤いて敷設してください。
製品を設置している床⾯（FL）を基準に、次の排⽔管⾼さを厳守してください。
※排⽔能⼒低下を招くとともに、排⽔接続を取り外した際に配管内の排⽔が出てくるため
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●右上グラフ「排⽔管曲がり数と排⽔管距離グラフ」内に納まらない場合
●⾼低差が１ｍ以上の場合
●寒冷地など凍結の恐れがある場合
●排⽔管を⼟中に埋設する場合
呼び径40以上の管敷設条件は、空気調和・衛⽣学会︓給排⽔衛⽣設備
基準・同解説 SHASE-S206-2009に準じてください。

■呼び径40以上・排⽔勾配による⾃然流下が必要な場合

排⽔管（下）

壁に給⽔と排⽔管を併設して配管する場合は、給⽔管が上になるよう敷設してください。
※万が⼀、配管の漏れがあった場合に、給⽔への汚染防⽌のため

床上配管例 給⽔管（上）

ホース接続部の⾼さ
FL+270〜310㎜

横引き配管の⾼さ
FL+270㎜以下

FL︓製品設置の床⾼さです。

ホース接続部の⾼さ＞横引き配管の⾼さ
必ずホース接続部を横引き配管よりも⾼くしてください。



４-２．給⽔管の施⼯について
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管敷設経路において、躯体貫通する際の注意点（排⽔管と同様）
①躯体貫通部の処理条件は、建築基準法、消防法に準拠してください。
②躯体の構造上、⽀障ないことを確認してください。
③製品を後付けする場合、開⼝が断熱、気密性に⽀障が無いことを確認してください。
④製品を後付けする場合、床下の配管は⼈通⼝などから屋外とやり取りします。

(3)管の躯体貫通箇所の設計

(1)管の分岐の設計

（2）管敷設経路の設計

管敷設経路において、商品の設置室近傍の上⽔、または飲⽤可能な井⼾⽔の
給⽔管から分岐してください
①給⽔圧⼒を確認します。
⼀定以上の⽔圧が必要です。
他の器具の吐⽔状態を確認してください。
※給⽔圧⼒範囲は0.07MPa（流動時）〜0.75MPa（静⽌時）

②断⽔処置に配慮します。
⼯事中の影響範囲を確認してください。

③分岐した製品へ給⽔する枝管の根元には⽌⽔栓を設けてください。
※⻑期使⽤しない場合、⽌⽔栓を閉じてください。

管敷設経路において、商品の設置室と分岐位置の経路を設定してください
①管径は、分岐元の管以下とします。
②管材は、⽔道⽤を使⽤します。
③寒冷地に施⼯する場合は、断熱、およびヒータ設置等の凍結防⽌措置を施します。
④給⽔管、排⽔管を近接させる場合、事故による破損時にも給⽔経路に排⽔が混⼊
しないように、配慮してください。



４－３．⼾建住宅の場合

屋内配管の場合

屋外マスに接続する場合

トイレ、洗⾯などの排⽔管につなぎ込みます。

屋外 ⼟中に排⽔管を埋設し
配管を引き込みます。

⼟中に埋設する場合は、呼び径40以上
を使⽤ください。
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汚⽔マスへの合流

外壁取出し

既存排⽔管への合流

床上で床下に敷設する場所まで配管し、
床下で既存の排⽔管に合流させます

90°⼤曲がりＹ 45°Ｙ

床下に配管し、既存の排⽔管へ合流させます。

床下で既存排⽔管に合流させると、外壁を触ら
ずに設置できます。
配管取出し位置も外壁に限定されず、設置位
置の⾃由度もアップ

配管の合流については、11ページを参照ください。

屋外 排⽔管 呼び径40以上

壁貫通イメージ



トイレ以外の洗⾯所の排⽔管につなげる場合
は予め管理組合などにご確認ください。

A

トイレのみ単独の配管の場合

トイレの排⽔管とのつなぎ込みが基本となり
ます。
但し、直床式の場合、⽴て管との距離が短く、
分岐取出しができないため、トイレの排⽔管
への接続はできません。

B

C

条件 ⼆重床式のマンションで床下接続が
できる場合に居室Aに設置できます。
また、廊下の下に配管を通せる場合は
居室B・Cも設置できる可能性があります。

トイレ以外 洗⾯などの配管が
つながっている場合

器具設置は、居室A・Ｂ・Ｃから選ぶことが
できます。

トイレの排⽔管につながっている各設備の排
⽔管につなぎ込むことができますす。

４-４．マンションの場合
■現場条件の確認

排⽔管経路の確認を⾏ってください
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※製品は、粉砕しポンプの圧⼒で排⽔する機械式構造を有しています。建築の床構造により、
階下への騒⾳が懸念される場合は、予め防震・防⾳のご配慮をお願いします

トイレの排⽔管のつながりを確認します

トイレ単独の
⽴て管

キッチン単独
の⽴て管

洗⾯・浴室の排
⽔管がつながる
⽴て管

キッチン単独
の⽴て管

トイレ・洗⾯・浴室
の排⽔管がつなが
る⽴て管

AB

C



・ 合流接続部には、万が⼀の漏⽔などに備えて、点検⼝を設けてください。

・排⽔管に合流させる場合
には、逆流防⽌を考慮し、
⼤曲がりＹまたは45°Ｙ
継⼿を⽤いてください
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例

床下で既存の排⽔管に合流させます。
排⽔管の⼝径が⼩さく（呼び径20）、
勾配も不要※3なので、床下のスペースが狭くても対応できます。

■⼤規模改修・排管が近くにある場合

■後付けで排管が近くにない場合

床下点検⼝で排⽔管に合流させます。

床上で床下に敷設する場所まで配管し、
床下点検⼝で既存の排⽔管に合流させます

⼆重床式の場合
次のように、配管経路を検討ください

■配管の合流については、11ページを参照ください。

床下点検⼝配管の合流部

■床構造 マンションでは、⼆重床式と直床式があります。

⼆重床式 直床式

床スラブと床の間に空間がある 床スラブの上に直接 床が貼られている

排⽔管のつなぎ込みが難
しいため、トイレへの排⽔
管につなぎ込みはできませ
ん。
洗⾯所の排⽔管に設置
する場合は、予め管理組
合にご確認ください。

床下点検⼝で排⽔管
に合流させます。



■トイレブースまで歩ける⽅

４-5．⾼齢者施設・病院の場合
■現場条件の確認

居室・病室への設置となります。
不特定多数の⽅が使⽤される場所ではお使いいただけません.
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トイレのない居室に後付けでベッドサイド⽔洗トイレを設置できます。

洗⾯所が予め設置されている場合、洗⾯所の排⽔管につなぎ込むことで、
後付け設置することができます。
洗⾯所の排⽔管の接続については、18ページをご参照ください。

新築時に
各居室への事前配管を⾏うことで、将来的なベッドサイド⽔洗トイレの導
⼊がラクにできます。

＜動線確保＞
給排⽔取出しの壁まで、給排⽔ホースが常に床上に置かれる形になります。
・⾞いすや点滴台を利⽤されている⽅の動線が確保されているか
・緊急治療や搬送の際に妨げにならないか

の確認を⾏ってください。
＜消毒＞
キャビネットに⽊部材を、ホースカバーに布を使⽤しております。
そのため、消毒を⾏う場合には消毒剤の影響で、表⾯の変⾊や膨れが発⽣するおそれがあります。

病院設置時の注意

■⾞いすご利⽤の⽅・介助スペースが必要な⽅

トイレをブースから引
き出すことで周囲にス
ペースを確保でき、移
乗がラクになります。

ベッドの横にトイレがあるので、ご
利⽤者も介助者も安⼼。
※給排⽔ホースを安全に取り回す

ために、トイレブースの扉は左右
どちらかでも開くことができる

「引き違い扉」をおすすめします。

■歩⾏に不安のある⽅・ベッドの近くにトイレが必要な⽅



4-6．器具配管への接続について
【洗⾯⽤配管の場合】

洗⾯器⽤排⽔管へ合流例

20A配管⾼さ 管芯FL＋270㎜以下
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⾼齢者施設などでは、洗⾯器の配管を使った後付け事例が多くなっています。
・洗⾯器の配管は、洗⾯器⾼さまでの⾼さから、床上でも接続しやすい。

・⼀般の洗⾯器の排⽔管は呼び径40以上の排⽔管が⽤いられる。
※マンションなど建物の条件により、洗⾯などの雑排⽔経路とトイレの排⽔の合流を避け
る場合があります。予め、設置条件を確認ください。

■洗⾯器の配管に後付けする場合の確認事項
①洗⾯器下の排⽔管の⼝径を確認

呼び径40以上であることを確認してください。
②洗⾯器トラップの⼝径を確認の上、適切な通気弁を設けてください。

※洗⾯器との同時使⽤時、洗⾯器のトラップ内の⽔が引かれ、
異臭の原因になるため

通気弁の設置
合流後の排⽔管の呼び径50を下回る場合は、洗⾯器のトラップの⽔が引かれないよ
う、洗⾯器トラップと合流している分岐継⼿の間に、通気弁を設けてください。
通気弁の⼝径は、トラップ部の⼝径が⽬安になります。現場のトラップ部の⼝径を
確認の上、選定ください。

▼FL（製品設置床⾼さ）

■新築や⼤規模改造で洗⾯器との合流を前提に排⽔管を敷設する場合
予め通気弁を設けない配管条件をおすすめします。（⽬安:合流する分岐継⼿から下流 呼び径50以上）

▼FL（製品設置床⾼さ） ▼FL（製品設置床⾼さ）



図は、トイレ空間 ドア開⼝1000㎜以上の場合を⽰しています。
ドア開⼝が1000㎜より狭い場合は、設置幅900㎜よりも広い幅が必要です。

設
置

空
間

幅

⼨法mm
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製品設置と室内施⼯に際して
5-1．製品の配置について

①必要スペースを確保する

給⽔・排⽔ホースは、
丸めて⽴てた状態で
お使いいただけます

但し、給⽔・排⽔接続を外す場合、ホースは床に置いてください。
ホースが接続位置より⾼いと、ホース内の⽔が出てきます

設置空間幅 ドア開⼝幅
900 1000以上 
1000 900以上
1200 800以上

配管接続位置

上の図のように、配管接続位置を変更することで、
移動範囲を広げることができます。

②製品周辺の確認

●製品の背⾯側にメンテナンスに必要な
作業スペース（600㎜以上）を確保
できることを確認しください。

メンテナンス
作業スペース
600㎜以上

ドア開⼝幅



ホース接続部
の⾼さ

20

５-2 施⼯上の注意事項

【厳守事項⑤】 給⽔管・排⽔管の接続部は、次の条件を守ること

注意︕ 必ず、接続部の⾼さは、横引き配管⾼さよりも⾼くしてください。
ホースを取り外した際に、横引き配管内に滞留している汚⽔が
居室内に漏れ出てくる可能性があります。

横引き排⽔管の⾼さ
FL+270㎜以下

ホース接続部の⾼さ
FL+270〜310㎜以下

壁内配管は点検⼝を設ける。

▼FL（製品設置床⾼さ）
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給⽔・排⽔接続を外す場合、ホースは床に置いてください。
ホースが接続位置より⾼いと、ホース内の⽔が出てきます

接続作業・使⽤中に、ホースが無理に曲がったりねじれたりしないように
注意して接続を⾏ってください

排⽔接続部は、排⽔管経路
（製品の排⽔ホースを除く）で最も⾼い位置に設定
※ホースを外した際の排⽔の漏れが抑えられます。

但し、FL＋270㎜以上〜310㎜以下

給⽔接続部は排⽔より⾼い位置

排⽔管は、排⽔接続部より
低い位置に配管する

万が⼀ホースに引掛かり、強い⼒で引っ張れても、
接続部が外れないよう ホースカバーバンドで保持します。

ホースカバー固定板をしっかりと固定し、ホースカバーのバンドを取り付けてください。

※所定の⼨法より⾼くなると、排⽔性能が低下します。

※排⽔管内の汚⽔が逆流し、
製品故障の原因になります。

※ホースを外した際に、給⽔接続部に排⽔が汚⽔
が付着することによる汚染を防ぎます。

※所定の⼨法より低くなると、
ホースが床にあたり、ホースが
キンクしたり傷んで、商品の故障
や⽔漏れの原因になります。

■給⽔ホース・排⽔ホースの接続



5-3．給排⽔接続部について
給排⽔接続部は5-2.施⼯上の注意事項を守って施⼯してください。
ふかし壁、取り付け板、点検⼝などは現場造作となります。

①壁⼯事の前に接続部の取り付けが必要です。

右図をご確認ください。

■壁内配管の注意点
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ホースカバー開く バンドを通す バンドを固定する

排⽔ホースを通す 排⽔ホースを接続する 給⽔ホースを通す

給⽔ホースを接続する ホースカバーの
ファスナを閉じる

結束バンドを閉じる

内装の壁が設置される前に
配管⼯事・接続部材（品番
EWR320D）の取り付けを
⾏ってください。

壁内配管

接続部材EWR320Dのみ注⽂できます。

②ホース接続の⼿順が、施⼯説明書の⼿順と異なります。

イメージ図
壁取出しの場合 床取出しの場合 壁内配管の場合

⽌⽔栓

排⽔ソケット

ホースカバー固定板

結束バンド

キャップ



5-４、給排⽔接続部 施⼯図

①壁取出しの場合
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●位置関係・・・・給⽔接続を必ず排⽔接続よりも上部に配置ください。
※給⽔の汚染防⽌のためです。

●重要な⼨法・・・給⽔と排⽔の接続部 及び、ホースカバー固定板の⼨法を確保ください。
※施⼯誤差も含めて、万⼀の給⽔の汚染を防ぐための安全⼨法です。

●製品側ホース⻑さは、上記⼨法で設置するように給⽔排⽔各々の⻑さを調整済みです。
記載⼨法と異なる場合には、ホース⻑さの過不⾜が発⽣し、施⼯しにくくなります。

●接続には、現場⼿配が必要な部品がありますので、事前にご確認ください。

排⽔ 呼び径20の場合 排⽔ 呼び径40の場合
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②床取出しの場合

排⽔ 呼び径40の場合

90

100 285

排⽔ 呼び径20の場合



③壁内配管の場合
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グロメットの例

●配管固定⽤の壁もしくは
アングル等を作製いただき、
配管・ホースカバー固定板
を固定してください

【完成イメージ】

点検⼝幅
300㎜以上

点検⼝⾼さ
300㎜以上

壁内の奥⾏き
90㎜以上

⽌⽔栓の上⽅
100㎜以上

90㎜以上

排⽔ 呼び径20の場合 排⽔ 呼び径40の場合

※壁内の奥⾏き⼨法︓給排⽔ホースの接続 及び、ホースカバーのバンドを取り付けるために必要です。
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ホースバンドは、ワッシャー
（EWRS310型設置時

の標準部品）
の2本のバックルの内、
⼀⽅にだけ固定する
※EWRS320＊に

同梱のホースバンド
固定板は使いません。

EWRS310型からのお取替えの場合、部材の追加等なく、付け替えが可能です。

【完成イメージ】

■EWRS310型からのお取替えの場合
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6-2 必要部材リスト

通気弁、通気弁
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